
診療支援業務の新潮流

　医療の高度・専門化や人口の高齢化による患者の増大に伴い，診療支援
を行う職員も多様化し，その業務は拡大している．例えば，診療情報管理
士は，2000 年 4 月の診療報酬改定で診療録管理体制加算が新たに設けられ
たことにより注目を集め，病院内における配置が進むこととなった．そし
て，その業務も，病院におけるDPCの普及により，診療録の物理的な管
理から，データベースの構築，さらには情報の加工・分析に発展しつつあ
る．医師事務作業補助者も，2008 年に診療報酬制度に位置づけられたこと
を契機に急速に増加し，日常の診療においてなくてはならない職種になり
つつある．
　病院における診療支援職として歴史のある医療ソーシャルワーカーも，
わが国において医療連携が医療政策の重要課題となるなかで，その果たす
べき役割は一層大きなものとなってきている．さらには，先進的な病院に
おいて，患者・家族の生活面をサポートする医療コンシェルジュや院内弁
護士などが配置されるなどの動きもある．
　診療支援職員は，病院に求められる業務が高度化しその量も増加するな
かで，専門職の間，患者と専門職の間をつなぐ職として，なくてはならな
い存在になっている．身分や待遇問題，研修体制やキャリアデザインのあ
り方など，解決すべき課題は少なくないが，診療支援職員の業務は，今後
も拡大していくことは確実である．診療支援業務の新しい動きについて特
集する．

伊関 友伸
城西大学経営学部教授

©
IG
A
K
U
-S
H
O
IN
 L
td
, 2
01
3

2026/09/24 20:01:05




